
 

 

平成  年度 「保健活動・保健事業 計画書」      

事業名（施策・事業名）                   氏名         

対象及び 

対象者数 

 
実施期間・

回数等 

 

母集団 

 
参加者数 

（見込み） 

 

事業に関連する地域の健康生活実態 

事業が開始された背景、事業に関連するこれまでの取組状況および課題 

 

目的 

目標 内容と方法 

 

評価計画 

企画 

 

 
 

実施 

 

 

 

結果 

評価結果 

企画 

 

 

 

実施 

 

 

 

結果 

従事者（職種） 

予算・根拠法令等 

 

 

表 16 



 

 

平成  年度 「保健活動・保健事業 計画書」 解説 

事業名（施策・事業名）                   氏名         

対象及び 

対象者数 

（活動・事業に参加する対象） 

 
実施期間・

回数等 

（年度の活動・実施期間や回数） 

 

母集団 

（活動・事業が対象とする地域の母集団） 

 
参加者数 

（見込み） 

 

事業に関連する地域の健康生活実態 

(住民の健康状態・社会資源・活用状況等の実態や経年変化、統計資料や地区活動から地域特性や健康課題を分析) 

 

事業が開始された背景、事業に関連するこれまでの取組状況（地域の健康課題の解決に果たしてきた役割）  

および課題 

 

目的（保健所が主語、何のために事業を行うのか記載、活動の方向性と次年度の目的の 2段階記載でも可） 

 

目標 （事業の対象者側が主語、

どのような状態を目指すの

か記載、短期(１年)と長期(5

～10年)目標を設定） 

 

内容と方法（目標を達成するための方法・目標との一貫性が重要） 

 

評価計画（＊評価指標、評価時期、方法などを

記載）(何をもって目標が達成されたとするか) 

企画 ①住民ニーズに合っていたか、目標に対し適切

であったか。（地区診断は十分か、適切に健康課題

は導かれていたか、目的目標の設定は適切か、方法

手段等目標達成に向けて妥当か、評価方法は適切

か） 

②プログラムの評価（対象者の選定、参加予定数、プ

ログラムの校正周知方法等） 

③評価計画の見直し 

実施（プログラム、運営、実施者の技量、参加者の満
足度等） 

結果（指標設定：目標に照らしどこまで達成され

たか、参加者の変化、参加者周囲の変化、関係者

の変化） 

評価結果（評価計画に沿って実施した評価結果を年度末に

記載） 

企画 

 

 

 

実施 

 

 

 

結果 

従事者（職種）（活動・事業従事者：ボランティア・住民・関係者含む） 

 

予算・根拠法令等（国庫補助金の事業名、活動・事業の根拠法や条例など） 

 
 


